
眞

妄

に

關

す

る

研

究

伊

藤

古

鑑

眞
ご
妄

ご
に
關
す
る
研
究
は
『
大
乗
起
信
論
』
に
委
細
を
極
め
て
居

る
。
帥
ち
眞
如
縁
起
論

で
あ
る
か
ら
、
宅
窺
的

に
吾
人

の

一
心
を
取

つ
て
大
乗

の
禮

ご
定
め
、
そ
の

一
心

の
法
燈
は
所
謂
自
性
清
浄
心
で
あ

つ
て
、
本
來
三
世
十
方

の
諸
佛
の
功
徳
を
含
藏
し
て
は
居

る
け
れ
こ
も
、
今
は
凡
夫

の
悲
し

さ
に
、
本
然

の
性
徳
を
覆
蔽
し
て
外
面
に
表
顯

す

る
こ
ご
が
出
來

な
い
ご
説
く

の
で
あ
る
o

こ
れ
を
『
起
信
論
』
の
上

で
は
眞
如

ご
生
滅

こ
の
二
大
部
門

に
義
別
し
、

一
心
の
法
膣
は

一
で
あ
る
け
れ
こ
も
、
翼
如
門

の
義
邊
に
依
れ
ば

桶
多
差
別
の
相
を
混
亡

し
、
佛
凡
と
か
迷
悟
染
浮

こ
か
云

ふ
名
字
す
ら
無

い
の
で
あ

つ
て
、
法
界
は
李
等
、
萬
有
は

一
相

で
味
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
漁
が
、

こ
れ

を
生
滅
門

の
義
邊
よ
り
眺
む
れ
ば
》
湛
然
寂
静
た
る
水
が
千
浪
萬
波
ビ
生
じ
て
動
薯
起
滅
し
、
清

ε
な
b
濁

と
な
り
、

迷
悟
染
津
の
現
象
を
呈
す

る
の
で
あ
る
。
故

に

一
は

一
心
の
絶
謝
の
方
面
で
あ

る
ご
す

れ
ば
、
他
は

}
心
の
相
欝
の

方
面
よ
り
見
π
説
で
あ
る
。
帥
ち
本
騰

ε
現
象

ε
の
關

係
で
あ

つ
て
、
眞
如
本
膿
の
外
に
生
滅
現
象
が
あ
る
の
で
は

な
い
、
生
滅
現
象

の
外

に
眞
如
本
禮
が
あ
る
筈
は
な
い
。
眞
如
即
生
滅
、
生
滅
郎
翼
如

ご
云
ひ
得

る
け
れ
ご
趨
、

そ

員
妄
に
購
す
る
硬
究

一



翼
妄
に
關
す
ろ
研
究

二

れ
は
法
膿
に
就
て
論
す

る
の
で
、
そ
の
義
用

ご
し
て
は
二
門
永
く
匠
別
す

べ
き
も
の
で
あ

る
。
眞

如
は
不
攣
不
起
で

あ
b
、
不
和
合
不
生
滅
で
あ
る
、
時
間
塞
間
を
超

越
し
、
吾
人
の
認
識
を
以
て
論
す

る
こ
ζ
も
出
來

な
い
範
園
で
あ

る
が
、

こ
れ
に
反
し
て
生
滅
は
随
縁
起
動
で
あ
り
、
和
合
生
滅

で
あ

る
、
時
間
塞
間
を
以
て
論
じ
、
ま
た
吾
人
の
認

識
を
全
然
超
越
し
た
ご
も
云
は
な

い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
此
の
二
門

の
義
邊

に
依

つ
て
巧
み

に
本
膿

ピ
現
象
、
眞

ご
妄
ご
の
關
係
を
論
じ
や
う
ε
し
て
居

る
の
で
あ
る
。

心
眞
如
者
、
即
是

一
法
界
大
総
相
、

法
門
燈
、
所
謂
心
性
不
生
不
滅
、

一
切
諸
法
、
唯
依
妄

念
一而
有
一一差
別
一、
若

離
二心
念
一則
無
昌
叫
切
境
界
之
相
一、
(『冠
導
起
信
論
』帥
林
)

心
生
滅
者
、
依
昌如
來
藏
一故
有
昌生
滅
心
一、
所
謂
不
生
滅
與
一一生
滅
一和
合
、
非
二

非
レ異
、
名
爲
陶

黎
耶
識
一、
(同
裸

)

是
心
從
本
已
來
自
性
清
浮
、
而
有
二無
明
一、
爲
二無
明
一所
γ染
有
二其
染
心
一、

錐
レ有
昌染
心
一、
而
常
恒
不
鍵
、

是
故
此

義
唯
佛
能
知
、

所
謂
心
性
常
無
レ念
、
故
名
爲
昌番

璽

、

以
レ不
レ達
二

法
界
一故
、
心
不
和

鷹
殉

忽
然
念
起
名
翁
蕪

明
一(同
誓

こ
れ
に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
ε
、

一
心
眞
如
は

一
法
界
絶
樹
無

二
で
あ

つ
て
、

一
切
萬
法
の
本
禮

ご
な
り
、
不
生

不
滅
で
あ
り
、
不
増
不
減

で
あ
る
け
れ
ご
も
、
吾
等
日

々
夜

々
に
起
り
來

る
妄
念

の
爲
め
に
、

一
切
萬
有

の
現
象
が

雑
然

ご
造
作
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
造
作

の
根
本
原
因
に
就

て
は
、
先

づ
根
本
無
明
が

一
法
界
の
眞
如
を

眞
如

ご
通
達
せ
な
い
ご
こ
ろ
に
起

る
の
で
、
絶
封
無

二
の
眞
如

に
封
し

て
相
樹
差
別
の
見
を
起
す
か
ら
で
あ
る
。
素



よ
り
吾
等

の
心
性
は
自
性
清
浄

で
あ

つ
て
、
如
何
に
根
本
無
明
の
爲

め
に
惑
飢

せ
ら
れ
て
も
、
心
性

の
自
燈
ま

で
饗

質
す

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

こ
れ
を
不
鍵

の
義

ご
云

ふ
て
居

る
Q
而
し
て
こ
の
心
性
の
本
騰

が
無
明
の
縁

に
動
か

さ
れ
て
現
象
差
別
の
生
滅
心
ご
な
り
、
生
滅
心
ピ
不
生
不
滅

の
眞
如
心
ご
が
二
者
別
禮
の
も
の
で
は
な
く
、
水
に
依

つ
て
波
の
生
す
る
が
如
く
、
水
波
同
農

で
あ

る
が
、
唯
だ
静

ご
動

ε
の
相
違
の
み

で
あ

る
。

こ
の
二
者
和
合
し
て
非

一
非
異
な
る
を
阿
黎
耶
識

と
云
ひ
、
阿
黎
耶
二
薯
三
薯
し
て
、
漸

々
細
よ
わ
轟

に
出

で
、
生
滅
差
別
の
現
象
を
顯
は、

す

ε
云
ひ
、

こ
れ
を
随
縁

の
義

ご
呼
ん
で
居

る
。

こ
の
随
縁

の
根
源
は
無
明
の
縁
で
あ
る
が
、

こ
の
無
明
は
如
何

に

し
て
起

る
か
、

そ
の
起
因

に
關
し
て
は
、
眞
如
を
眞
如
遮

達
せ
な

い
ε
こ
ろ
に
起
因
す
る
ピ
説

き
、
恰
か
も
束
を

束
、
西
を
西
ご
知
ら
ざ

る
ご
こ
ろ
に
迷
妄

の
生
す
る
が
如
く
、
直
接
眞
如
に
迷

ふ
煩
拶

で
あ

つ
て
、
最
極
微
細

の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
能
所
主
伜
の
相
慮

も
な
く
、
そ
の
存
在
は
眞
如
ご
同
じ
く
無
始
無
前
で
あ
る
、
時
間
的
に
忽
然
念

起
し
た
の
で
は
な
く
し

て
、
實

に
無
始
無
前

の
義
を
顯
は
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
て
此
慮
に
古
來
よ
り
眞
如
縁
起

の
三
大
難
ε
し
て
論
究

せ
ら

る
、
の
は
眞
如

ご
無
明
ご
の
關
係
で
あ

る
。
而
し
て
其
の
無

明
の
起
源
は
如
何
、

そ
の

無
明
の
終
局
は
如
何
ピ
云

へ
る
問
題
で
あ

つ
て
、
第

一
を
眞
妄
別
燈
の
難

ε
云
ひ
、第

二
を
眞
前
妄
後

の
難

ご
云
ひ
、

第
三
を
悟
後
却
迷

の
難
…ご
呼

ん
で
居

る
o

し
か
し
此
の
問
題
た
る
や
、
決
し
て
『
起
信
論
』
の
み
に
依

つ
て
起

つ
た
論
難

で
は
な

い
、
遠
く
『
圓
畳
経
』
な
ご
に

も
出
て
居

る
説
で
、

そ
の
経
丈
を
基
ぐ
る
な
ら
ば
、

翼
妄
に
關
す
ろ
研
究

三



眞
妄
に
謙
す
ろ
研
究

四

世
尊
い
若
諸
衆
生
本
來
成
佛
、
何
故
復
有
=

切
無
塑

、
若
諸
無
明
衆
生
本
有

、
何
因
縁
故
如
來
復
説
永

來
成
佛
嚇

十
方
異
生
、
本
成
佛

遊
一後
超
昌無
明
ハ
一
切
如
來
何
時
復
生
昌
一
切
煩
櫛
一▼
奪
大
正
新
修
大
藏
輕
』沸
寸
鮎
捲
)

帥
ち
第

一
め
問
は
眞
前
妄
後

の
難
に
當
り
、
第

二
の
問

は
眞
妄
別
禮

の
難

に
當
り
、
第
三

の
問
は
悟
後
却
迷

の
難

に
相
當
し

て
居

る
。
而
し
て
此
れ
に
饗
す

る
鐸
奪
の
御
説
法
嫉
讐
喩
を
學
げ
て
諄

々
ε
答

へ
て
居
ら
δ
、
が
、
そ
の

要
文
を
畢
げ
る
な
ら
ば
、

能
以
診有
思
惟
心

一生
二輪
廻
見
一、
入
昌於
如
來
大
寂
滅
,海
峠絡
不
レ能
レ至
、
是
故
我
説
乏

切
菩
薩
及
末
世
衆
生
、
先
噺
昌無

始
輪
廻
根
本
一、善
男
子
、
有
レ作
一恵

惟
一餐
盾

心
一起
、
皆
是
六
塵
妄
想
縁
氣
、
非

實

心
膣
芭

如
蓉

華

、
用
　此
思
聾

辮
二於
佛
境
一、
猫
如
三察
華
復
結
塞

果
一、
展
轄
妄
想
無
レ有
二是
慮
一、
善
男
子
.
虚
妄
津
心
多
一諸
巧
見
蝋、
不
い能
レ成
一一就

圓
畳
方
廼
如
皇
分
別
非
翁
孟
固

、
(里

軌
奪

)

.

ご
云
ひ
、
そ
の
間

の
理
論
的
哲
學
的
な

る
に
樹
し
て
、
そ
の
答
ば
非
理
論
的
宗
験
的

で
あ

る
。
無
始
輪
廻
の
櫓
墨
有

思
惟
心
で
以
て
佛
境
厨
畳

の
絶
樹
を
知

る
こ
と
は
出
來
な
い
、
須
ら
く
無
始
輸
廻

の
根
本
た
る
有
思
惟
心
を
去

れ
、

去

つ
て
始

め
て

一
切
如
來
の
妙
圖
壁

心
を
艦
験
し
、
そ

こ
に
生
死
な
く
渥
繋
な
く
、
凡
夫

な
く
諸
佛
な
く
、
眞

ご
妄

ご
の
塞
華

に
等
し
き
を
了
せ
ん
の
み
こ
諭
示
せ
ら
れ

て
居

る
が
、

こ
れ
實

に
繹
奪
無
上

の
慈
講
で
あ

つ
て
、
素

よ
り

吾
等

の
大
に
随
喜
潟
仰
す

る
こ
こ
ろ
で
ば
あ

る
け
れ
こ
も
、
尚
ほ
此
慮

に
眞
妄
に
關
す

る
研
究

ご
題
し
て
、
少
し
く

史
實

の
示
す
ビ
こ
ろ
を
辿

つ
て
小
論
を
試
み
、
特

に
我

が
藤
宗

の
立
場

を
附
か
に
し
て
見
や
う
ピ
思

ふ
の
で
あ
る
。



二

支
那
唐
代

叢
猿
禮

法
師
ざ
云

ふ
人
が
あ

つ
て
、
謂
ゆ
る
「
眞
妄
頚
」
な
る
も
の
を
作
り
、
之
れ
を
嘗
時

の
天
下
に
駿

表
し
て
、
學
者
の
答
頚
を
求
め
ら
れ
た
ξ
伝
ふ
こ
ピ
は
有
名
な
る
史
實

で
あ
る
。
帥
ち
復
禮
法
師
は
華
嚴
宗
の
開
租

た

る
賢
首
大
師
ご
同
時
代

の
人

で
、
唐

の
地
婆
詞
羅
三
藏
、
實
叉
難
駝
『
藏

の
鐸
揚
北
拙
入
し
て
、
『
七
憲
拐
伽
』
『
入

十
華
嚴
』

の
翻
鐸

輩
は
非
常
に
カ
を
盤
し
た
人
で
あ
る
。
著
書

ご
し
て
は
『
十
周
辮
惑
論
』
三
憲
が
あ

つ
て
、
當
時

の

碩
學

ご
云
は
れ

る
人

で
あ
つ
た
ち
う
芯
思
ふ
。
『
宋
高
信
傳
』
十
七

に

禮
之
義
學
時
少
　比
儒
噛、
兼
有
昌丈
集
一行
昌於
代
一、

加
復
深
綜
訟

機
一、

特
明
雛
45
契
唱、
作

眞

妄
頚
一澗
轟天
下
學
士
琳、

繋
和
者
歎
入
、
當
二草
堂
宗
密
師
詮
揮
藻
γ極
、
唯
清
涼
澄
槻
得
・真

旨
趣
h若
昌盧
郎
之
米
粒
哺実
、
鯨
未
レ禮
呂禮
師
之
見
h

故
唐
之
謬
務
禮
爲
　宗
匠
故

惑
立
翻
篇
之
鐸
主
、
課
圭
之
名
起
昌於
櫨
一奥
、

妙
通
b五
竺
輔触
震

三
乗
一、
古
今
所
レ推
世

祭
倫
匹
幅(『杢

繧

義

籍
蘂

誌

)

 こ
れ
に
依

つ
て
見
る
ご
西
復
膿
法
飾
あ

「
翼
妄
頚
」
な
る
も
の
に
繋
　和
す

る
も
の
歎
太
あ

つ
て
海
そ
の
中

起
ゐ
特
に

清
凍
大
師
澄
槻

の
答
類

が
其
の
旨
趣
を
得

て
居

る
ε
申
し
て
居

る
。
先

づ
復
禮
法
師
の
「
眞
妄
頚
」
ε
は
、

眞

法

性

本

浮

妄

念

何

宙

起

從

眞

有
二妄

生

此

妄

安

可
レ止

無
レ始

郎

無
レ末

有
伊終

雁

有
ゾ齢

無
レ始

而

有
F絡

長

懐

憎
二此

理
'

凝
凄
器
瀾
す
る
研
艦

五



…眞
妄
に
關
一9
ろ
研
究

山ハ

・願

爲

開

玄

妙

析
γ之

出
昌生

死
輔

ご
云
ふ
の
で
あ

る
が
、
初
め
の
四
句

は
眞

の
法
性
を
以
て
本
來
清
浄
の
法
ビ
な
し
、
妄
な
る
も
の
は
如
何

に
し
て
生

す
る
や
、
若
し
妄

が
眞

に
依

っ
て
生
す

る
も
の
ご
云
ふ
な
ら
ば
、
妄
は
具

の
あ
る
限

り
は
断
盤
す

る
こ
ご
が
出
來
な

い
で
は
な

い
か
、
然

る
に
妄
は
止
ん
で
眞

に
蹄
す

る
ご
は
如
何
に
説

明
を
な
す

べ
き
か
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
次
営
の

四
句
は
眞
を
以
て
無
始
無
終
の
も
の
ε
な
し
.
妄
を
以

て
無
始
有
終
ご
な
す
は
、
到
底
蓮
理
ε
し
て
信
す

る
こ
ご
が

出
來
な
い
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
無
始

の
存
在
は
無
終

の
存
在
を
許
さ
ね
ば
な
ら
函
、
然

る
に
無
始

の
も
の
が
断
盤
せ

ら
れ
て
無

こ
な
り
、
有
絡

の
も
の
ピ
な
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
氷
解
す

る
こ
ご
が
出
來

な
い
疑
問

で
あ

る
ご
云
ふ
の
で
あ

る
。
後
ち
の
こ
句
は
天
下

の
學
士
に
向

つ
て
此
の
疑
問
の
解
決
を
求

め
た
言
葉

で
あ

る
こ
ご
は
申
す
ま

で
も
な

い
。

而
し
て
此

の
「
眞
妄
頚
」
な
る
も

の
、
中

に
於

て
、
前

に
掲
げ
た
眞
如
緑
起

の
三
大
難

が
含
ま
れ

て
居
る
こ
ε
は
自
明

の
事
實

で
、
「
眞
法
性
本
浄
、
妄
念
何
由
起
」
ε
は
眞
妄
別
膿
の
難

に
當
り
、
「
從
レ眞
有
昌妄
生
一」
ご
は
眞
前
妄
後
の
難

に
當
り
、
「
此
妄
安
可
『止
」
ご
は
悟
後
却
迷

の
難

に
當
り
、
「
無
レ始
郎
無
レ末
」
已
下
は
妄

の
無
始
有
終
ビ
云

へ
る
非
論

理
に
謝
す

る
究
明
で
あ

つ
て
、
前
三
難

の
概
括
的
総
問

ご
も
見

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
復
禮
法
師

の
「
眞
妄
碩
」
に
就
て
繋
和
す

る
も
の
数
人
あ
り
、
草
堂
宗
密
灘
師
が
詮
繹
し
た

こ
申
し
て
居

る
が
、

彼
れ
の
述
作
た

る
『
圓
畳
経
大
疏
鉛
』
第
六
之
上
、
『
圓
畳
経
略
疏
鋤
』
第
七
に
、
安
國
寺
の
利
渉
法
師
ご
章
敬
寺

の
懐

糧
灘
師
ご
の
答
碩
が
出
て
居
る
。

そ
の
中
、

利
渉
怯
師
に
就
て
云

へ
ば
、
彼
れ
は
『
宋
高
信
傳
』
第
十
七
に
依
る
と
、



「
癸
門
賢
哲
幅
湊
、
渉
季

一孟
於
光
寳
之
間
一」

ご
あ
る
か
ら
、
玄
奨
門
下
に
薦
す

る
人
で
あ

つ
た
ら
う
、

そ
の
答
頚

も

眞

ご
妄
と
を
全
然
別
な
る
も
の
ε
見
て
居

る
。

眞

法

性

本

浮

妄

復

何

當
レ起

妄

不
　從
レ眞

生
葡

無

妄

何

可
7止

既

許
レ無
昌初

末
一

寧

容
缶
塁
終

始
哺

無

始

亦

無

絡

誰

當

拶
一一鼓

理

胡

不
趣

一蕪

生
一

乃

云

析
昌生

葬

ご
云
ひ
、
謂
ゆ
る
眞
を
以

て
圓
成
實
性
の
清
浄
眞
實
法

ご
な
し
、
妄
を
以
て
遍
計
所
執
の
膿
性
都
無
法
こ
な
し
、
爾

者

の
間
は
本
來
渡
交
渉

の
も
の
で
あ

つ
て
、
膿
性
都
無

の
妄
法

に
樹
し
て
無
始
有
終
を
論
す

る
の
は
抑

々
の
誤
り
で

あ

る
ε
圭
張
す

る
の
で
あ
る
。

次
ぎ
に
懐
暉
暉
師

に
就

て
云

へ
ば
、
彼
れ
は
『
宋
高
僧
傳
』
第
十
に
依
る
ご
、
「
禮
昌洪
州
大
寂
灘
師
頼

明
鵠心
要
こ
ご

云
ふ
て
居
る
か
ら
、
明
か
に
暉
宗

に
薦
す

る
人

で
あ

つ
た
ら
う
。

そ
の
答
頚

ピ
し
て
は

法

性

非

一垢

浮
一

眞

妄

非
轟如

理
一

去
レ妄

欲
γ求
レ眞

鼓

妄

安

可
レ止

無
レ物

本

膚

無

強

無

無

不

巳

無

始

見
　有

終
一

見

終

非

一無

始
一

諸

法

無

脅

性
一

無
レ性

無
二生

死
幡

ご
云
ふ
て
、
眞

ε
妄

ご
を
最
初
か
ら
認

め
て
居
ら
な

い
の
で
あ
る
、
況
ん
や
始
絡
を
論
す
る
が
如
き
は
丑
ハ
に
徒
勢
に

属
す

る
話
癒
あ

る
ご
申
し
た
の
で
、
前

の
利
渉
法
師
は
眞

ご
妄

ε
を
爾
立
さ
せ
て
、
そ
の
間
裳
没
交
渉

な
り
ご
云

へ

眞
妾
に
臨
サ
ろ
研
究

七
'



馨
翼蒙

《

る
に
淘
し
、
今
は
初
め
か
ら
爾
立
を
も
許

さ
嫁
い
の
で
、

一
切
諸

絵
本
來
無
宿
権

で
あ

つ
オ
、
無

牲
無
生
死

ε
結
ん

だ
の
で
あ
る
。

こ
の
利
捗
法
師
ご
懐
暉
灘
師

ε
仁
勢
す

る
宗
密
灘
師

の
批
評
は
、
共

に
復
禮
法
師

の
問
意
を
識
ら
な
い
も
の
で
あ

る
ε
云
ひ
、
更

に
華
巌
宗

の
験
義

に
依

つ
て
「
奨
婁
頚
」
に
答

へ
て
居

る
が
、

こ
れ
よ
り
先
き
、
既

に
宗
密
繹
師
の
師

た
る
清
凍
大
師
が
『
華
嚴
大
疏
鉛
』
憲
三
十
四
之
下
に
於

て
答

へ
、

こ
れ
を
以

て
『
宋
高
信
傳
』
の
著
者
賛
寧
等
は

「
唯

清
凍
澄
窺
得
二其
旨
趣
こ
ご
賞
揚
し
た

の
で
あ

る
。
帥
ち
其
の
答
類

ε
し
て
は
、

迷
レ眞

妄

念

生

悟
レ眞

妄

則

止

能

迭

非
所

迷
鱒

安

.得
　全

相

似

輔

從

來

未
一奮

悟
一

故

説
一一妄

無

始
一

知
畠妄

本

自

眞
一

方

是

恒

常

理

舜

別

心

未
レ薗

何

歯

鵠
昌生

苑

一

こ
れ
に
械

つ
て
見

る
ど
、
華
嚴
宗
の
答
頚
は
、
眞
を
以
て
所
迷
ご
な
し
、
客
魏

の
實
在
絵

ピ
見
、
妄
を
以
て
能
迷

こ
な
し
、
圭
観

の
妄
舜
別
ε
見
て
居

る
か
ら
、
眞

ε
妄

ご
を
同
例

に
論
す

る
こ
ご
は
出
來
な

い
。
本
來

が
眞

に
迷

ふ

て
、
未

だ
曾
て
悟
ら
な

い
か
ら
無
始

ざ
云
ひ

眞
を
眞

ど
悟

つ
旋
蓬
こ
ろ
に
妄
は
止
む
か
ら
有
終
ざ
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
ε
云
ひ
、
更

に
眞
が
能
く
妄
を
生
す
る
の
で
は
な
く
、
妄
が
眞

に
迷

ふ
て
起

る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
眞
が
先
き
で

妄

が
後

で
あ
る
か
ψ三
云
ふ
に
、
そ
れ
は
時
間
的

の
説
明
で
あ

つ
て
事
實

に
は
相
違
し
て
居

る
、
事
實
は
眞
如

ε
同
じ

く
無
始
の
妄
念
で
あ
る
。

こ
れ
を
『
理
藷
経
』
に
は
無
始
の
無
明
ビ
名
づ
け
、
『
趨
信
論
』
に
は
忽
然
念
起
ビ
傘
し
て
居



る
が
、
忽
然
も
時
問
的
の
意
味

で
拡
な
い
、
眞
如
が
無
始

の
存
在

で
あ
れ
ば
、
眞
如

に
依

つ
て
超

る
無
朋
も
無
.飴
無

前
で
あ
あ
ね
ば
な
ち
澱
。
而
し
て
興
ご
妄

ご
龍
樹
す

る
四
旬
分
別

こ
し
て
宗
密
灘
師
拡
左

の
二
種
を
説

い
て
帰

る
。

、 、

ゆ 　　　　　　 　　　　　　　　　　　げ 　　

有 有 無 無 有 無 有 有

始 始 始 始 始 絡 絡 始

有 無 有 無 有 無 無 無

終 絡 終 絡 絡 始 始 絡

妄 眞 無 眞 一 眞 無 始

期

生

念 智 明 如 死 如 明 畳

(前
六
識
)

0

こ
れ
を
要
す

る
に
華
嚴
宗

の
敷
義
は
縁
起
系

に
薦
す

る
か
ら
、
そ
の
答
頚
も
主

ε
し
て
眞
法
本
來
清
浄
な
参

ご
云

ふ
立
場

に
立
つ
て
.
始
終
を
解
決
し
や
う
ご
試
み
て
居

る
が
、
若
し
夫
れ
華
巌
圓
融

の
義

に
約
し
て
論
す

る
ビ
き
に

は
同
じ
く
始
終
な
く
、
無
始
無
終

ε
云

ふ
こ
ご
為
云

へ
な
い
こ
ご
、
な
る
、
唯

だ
言
を
亡
じ
想
を
絶
し
て
斯
の
重
旨

を
會
得
す

る
よ
り
外
臓
な
い
ご
説
く
の
で
あ
る
。

.

蓑
接
に
繍
嘗
ろ
謂
就



奨
妄
に
闘
す
る
硯
究

一
〇

三

 

華
嚴

の
縁
起
系
に
薦
す

る
答
頚

を
述

べ
畢

っ
た
か
ら
、
次
ぎ
に
天
台

の
實
相
系
に
属
す

る
答
頚
を
考
察
し
て
見

る

こ
ご
に
せ
や
う
。
天
台
宗

の
答
碩
き

し
て
睾
げ
ら
る
、
も
の
は
『
佛
祀
統
紀
』
第
十

一
に
出

て
居

る
如
呆
師

の
答
頚

ご
、

『
十
不
二
門
指
要
鋤
詳
解
』
下
末
に
出
て
居

る
可
度
師
の
答
頚

ε
で
あ

る
。
爾
ほ
此
の
外
に
山
家
學
派
の
亘
匠
た
る
四

明
大
師
智
禮
は
『
四
明
奪
者
教

行
録
』
第
四
、
及
び
『
十
不
二
門
指
要
鋤
』
附
録
に
、
「
答
泰
師
十
間
並
再
答
三
問
」
ご
云

ふ
の
が
出

て
居

る
、

こ
れ
は
正

し
く
復
禮
法
師
に
醤
す

る
答
頚
で
は
な

い
、
藤
宗

の
清
泰
禮
師
に
封
す

る
十
間
並
再

問
三
ヶ
條
に
封
し
て
、
委
し
く
四
明
大
師
の
答

へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
矢
張
り
眞

ε
妄
ご
の
關
係

が
骨
子
で
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
帥
ち
第

一
問

は
無
明
法
性
前
後
有
無
の
疑
問
で
あ
)
、
第

二
間
は
無
明
の
始
終
有
無

の
疑
問
で
あ
る
。
今
そ
の
答
輝

の
み
を
畢
げ
る
な
ら
ば
、

答

一
、
若
論

永

具

李
等

叫
性
則
非
レ眞
非
レ妄
、
而
不
レ説
昌有
無
一、
明
嵩法
性
赤

不
レ論
二於
有
始
有
終
「
但
衆
生
自
蕪

塑

忽
然
不
畳
、
迷
γ理
而
生
【蕪

明
凶、無

明
有
二蕪
眞
之
用
一、
法
性
有
二随
レ妄
之
能
噂、
眞
妄
和
合
名
爲
縁

起
一、
故
金
鉾

日
、

無
レ宿

蕪

レ波
之
水
一、
未
ゲ有
=不
レ灘
之
波
一、
在
レ灘
証
聞
於

混
澄

、
爲
ヨ波
自
分
昌於
清
濁

、
雛
則

有
レ清
有
7濁
、
而

剛
燈

無
レ殊

、
所
レ謂
清
濁
波
者
眞
妄
爾
用
也
、
清
濁
灘
性
者

一
禮
無
レ殊
也
、
無
明
法
性
膿

}
故
起
無
昌前
後
一、
故
起
信
論

云
、如
來
藏
無

前

際
一故
、
無
明
之
相
亦
無
レ有
レ始
是
也
、若
畳
悟
時
達
二妄
郎
眞
一、
了
二無

明
即
是
法
性
唱、
釣
修

門
一説
、



義
賞

断

妄
、
雌
白

レ断
レ妄
、
妄
膿
本
眞
、
妄
何
所
μ断
、
故
日
、
無

明
亦
無
レ有
レ絡

、
叉
若
究
二其
正
迷
之
時
一、如
昌夢
中

人
唱、
而
不
知

昌是
夢

、
忽
然
夢
畳
、
迷

妄
自
息
、
是
則
風
息
水
澄
、
妄
清
眞
顯
尖
、
審
而
思
レ之
、
無
レ倹
昌多
論
一也

二
答
、
具
徳
圓
常
正
性
眞
察
妙
有
遇
縁

而
螢
、
法
爾
如
レ斯
、
不
レ勢
昌造
作
「
且
迷
妄
縁
起
者
、即
入

忽
睡

、
鑑
焔
潜
生

眼
観
刹
那
狂
畳
忽
起
、

一
切
衆
生
所
迷
眞
如
能
迷
不
畳
、
眞
妄
和
合
二
無

三

相
一、然
則
佛
性
錐
レ
一
、
迷
悟
錐
レ同

、

六
道
四
生
遇
レ縁
、
黒
習
親
疎
不
レ等
、
根
性
利
鈍
有
レ異
、
是
故
畳
有

}前
後
h
誠
不
レ可
¥以
一無
明
法
性

一
一故
根
性
倶

同
畠也
、
是
知
、

一
切
衆
生
迷
無
前

後
障、
畳
有

前

後
噌、
警
寝

間
多
人
同
睡
一、
睡
時
雛
レ同
、

不
レ妨
昌前
後
起
一也
、

善
解
庇
肇

、
來
問
自
婆

(『大
正
新
修
大
藏
経
』携

該

巻
)

こ
れ
に
依
つ
て
見
る
ご
修
性

二
門

に
約

し
て
の
答
繹

で
あ

る
。
修
門

に
約
す
れ
ば
断
妄
謹
眞

の
故

に
眞
妄
始
絡
を

論
す

べ
き
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
性
門

に
約
す
れ
ば
無
明
法
性
膿

一
で
あ
る
か
ら
、衆
生
無
始

の
無
明
を
指
し
て
直
ち

に

法
性
ご
な
す

べ
き
で
あ

る
、
帥
ち
李
等

M
性

に
し
て
非
眞
非
妄
ε
説

い
て
居

る
の
が
答
輝

の
主
眼
で
あ
る
。

こ
れ
を

移
し

て
以
て
復
禮
法
師
に
勤
す

る
答
騨
こ
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
、
彼

れ
は
眞
妄
始
終
を
立

て
、
問

ふ
て
來
た
か
ら
、

其

の
眞
妄
始
絡

ご
執
着
す

る
妄
情
を
奪

ひ
去

っ
て
、「
非
眞
非
妄
、
而
不
読

昌有
無
輔、
明
　法
性
一亦
不
レ論

於

有
始
有
終
一」

ご

一
蹴
し
て
居

る
こ
ビ
は
、
大
に
注
目
す

べ
き
態
度
で
あ
ら
う
ピ
思

ふ
。

こ
の
答
繹

の
圭
意

に
依

っ
て
可
度
師
は
、

『
十
不
二
門
指
要
鋤
詳
解
』
に
、
「
原
夫
法
界
李
等
、
非
レ翼
非
レ妄
」
ピ
云
ひ
、
「
眞
妄
同
源
、
本
無
昌絡
始
一」
ε
云
は
れ
て

居

る
の
は
、
是
れ
正
し
く
四
明
學
派
の
洗
れ
を
稟
け
た
も
の

、
説
こ
し
て
信
す

る
こ
ε
が
出
來

る
。

眞
妄
に
關
す
る
研
究

一
一



眞
凄
鵬
覇
ガ
あ
藩
艦

=
一

ま
た
蜘
呆
師
は
四
明
大
師
の
濾
孫
で
は
な

い
。
『
佛
瓶
統
紀
』
第
十

嗣
に
依

る
ぜ
、
慨
朋
ゼ
同
む
く
學

ん
だ
義
澱
門

下
の
避
式
五
世
の
法
孫
に
當

つ
て
居

る
。
卸
ち
遵
式
、
祓
詔
、
慧
辮
.
從
雅
、
如
呆
ご
相
承
し
て
居

る
が
、
そ
の
學

説
は
四
明
山
家
派
ご
同
唱
で
あ
る
。
復
禮

法
師
の
答
頼
ε
し
て
左
の
如
く
述

べ
て
居

る
。

藁

不
レ守
昌肩

性
一

照

分

縮

所

蓮

櫃
縁

染

浮

黒

復
レ性

方

可
レ止

眞

妄

一
膿

帥

故

親
昌無

終

塑

迷

悟

樹

情

分

始

絡

宛

然

理

達
昌此

藁

妄

遜

誰

復

受
昌生

輩

ざ
云
ふ
て
居

る
が
、
そ

の
骨
子
は
四
朋
大
師
ご
湘
違
す

る
も
の
で
鳳
な
い
。
前

に
掲
げ
π
第

一
答
、
第

二
答
を
熟
讃

玩
昧
し
た
な
ら
ば
.
台
家

の
眞
妄

駕
關
す

る
大
禮
は
知
れ
る
の
で
、
今

の

「
箕
妄

一
燈
帥
、
数
説
昌無
絡
始
こ
ご
讐

へ

た
の
は
性
門

の
義
邊

で
あ

つ
て
、

こ
れ
台
家

の
主
眼

ご
す

る
ご
こ
ろ

で
あ
る
。

爾
ほ
台
家

の
眞
妄

に
封
す

る
研
究
は
『
台
宗
二
百
顧
鑑
第
九

に
「
如
來
藏
染
浄
」
及
び
同
第
十

一
に
「
生
死
胎
驚

」
「
無

明
本
有
し
の
三
論
題
を
掲
げ
て
居

る
が
、
盤
ハ
に
牲
円

の
義
邊

に
約

し
、
如
來
藏

の
理
内

起
染
浮
を
呉
す

ご
云
ひ
、
生

死

に
始
驚

あ

る
べ
か
ら
す

ご
説
き
、
無

朋
は
無
始
本
有

の
法

で
あ
る
ご
力
説
し
て
居

る
の
で
、
實
相
系

に
震
す

る
天

台
こ
し
て
臓
、
當
然

の
蹄
結

で
あ
ち
う
ξ
思
ふ
。

こ
れ
を
要
す

る
に
縁
起
系
に
囑
す

る
唯
識
華
嚴

の
啓
頚
は
、
箕
法
性
本
家
精
瀞
な
り
ご
云

へ
る
に
封
し
て
、
こ
の

實
相
系

に
薦
す
る
天
台

の
磐
頚
鳳
、
眞
牲
李
等

に
し
て
箕
妄

一
燈

で
あ
・。
、
箕

ε
云
ふ

べ
き
に
非
す
、
妄
ご
名
つ
く



べ
き
に
非
す

ε
云
ひ
、
彼
れ
が
眞
を
以
て
無
始
無
絡
ε
な
し
、
妄
を
以
て
無
始
有
終

ご
云

へ
る
に
勤

し
て
、

こ
れ
は

眞
妄
共

に
始
終
あ

る
べ
か
ら
す
ご
論
じ
て
居

る
こ
ご
に
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

こ
の
縁
蓮
系
實
相
系
は
佛
殺
の

二
大
系
統

で
あ

つ
て
、
素
よ
り
全
然
別
存
す

る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、

一
往
そ
の
何
れ
か
を
主
ご
し
て
寂
義
を

説
明
し
て
居

る
ご
云
ふ
こ
ご
は
箏
は
れ
ぬ
事
實

で
あ
る
、
從

つ
て
眞
妄

に
關
す

る
態
度

も

一
往
そ
の
所
見
を
異
に
し

て
居

る
ご
云
ふ
こ
ざ
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
o

四

次
ぎ
に
我

が
灘
宗

に
於
て
復
禮
法
師

の
「
眞
妄
頗

」
に
答

へ
た
も
の
は
、
前

に
掲
げ
た
懐
暉
暉
師
の
外
に
洪
愚
麓

麗

師
で
あ
る
。

こ
の
畳
範
灘
師
は
博
學

な
人
で
あ

つ
て
、
倶
含
唯
識

の
學
問

に
も
精
通

し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
著
逓
ご
し
て
は
『
暉
林
信
寳
傳
』
三
十
巻
、
『
石
門
文
字
輝
』
三
十
憲
を
始

め
、
総

べ
て

い
十
四
部

一
百
六
十
五
巷

の
多

き
に
達
し
て
居

る
。
謂
ゆ
る
激
灘
の
達
者
、
詩
文

の
異
才

ご
し
て
知

ら
れ
た
學
匠
で
あ
る
◎
委
し

い
傳
記
は
『
普

燈
録
』
第
七

『
五
燈
會
元
』
第
十
七
を
始

め
多
く
の
僧
傳

に
出
て
居

る
。

こ
の
洪
豊
範
暉
師
は
黄
龍
派

に
薦
す

る
人
で
、
黄
龍
慧
南
、
眞
浄
克
文
、
徳
洪
畳
範

ピ
云
ふ
法
系

で
あ

る
。
師
の

「
眞
妄
頚
」
に
勢
す

る
答
頚
は
『
林
間
録
』
上
に
出

て
居
る
が
、
そ
の
前

に
清
涼
圭
峰
二
師
に
樹
す

る
師
の
批
詐
が
出
て

居

る
か
ら
、
・今
そ

の
全
文
を
掲
げ

る
こ
と
に
せ
や
う
Q

,

翼
妄
に
關
す
る
碑
究

コ
ご



眞
妄

に
關
す

ろ
研
究

一
四

清
凍
國
師
答
日
、
迷
レ眞
妄
念
生
、
悟
レ眞
妄
郎
止
、
能
迷
非
昌所
迷
肋
安
欝

喪

相
似
ハ
從
來
未
=曾
悟
「
故
説
二妄
無
レ始
、

知
二妄
本
自
眞
「
方
是
恒
妙
理
、
分
別
心
未
レ忘
、
何
由
出

生

死
h
圭
峰
暉
師
答
日
、
本
澤
本
不
レ畳

、
由
レ斯
妄
念
起
、

知
レ眞
妄
郎
室
、
知
γ室
妄
郎
止
、
止
慮
名
γ有
レ終
、
迷
時
號
レ無
γ始
、
因
縁
如
ゐ

夢
n
何
終
復
何
始
、
此
是
衆
生
源
、

窮
乏

出
二生
死
勤
又
日
、
人
多
塑塑
眞
能
生
レ妄
、
故
妄
不
　窮
盤
一、
爲
レ決

庇

翼

重
答
前

掲
一日
、
不
=是
眞
生
7妄

、
妄

迷
レ眞
而
起
、
悟
レ妄
本
自
眞
、
知
レ眞
妄
郎
止
、
妄

止
似
終

末
¶
悟
來
似
初

始
「
迷
悟
性
皆
塞
、
皆
塞
無
昌終
始
門
生

死
由
レ此
迷
、
達
庇

出
一一生
死
嚇
予
味
一一ご
老

所
答
之
壁

皆
未
勧

一一復
禮
問
意
ハ
彼
問
巽

法
本
浮
、
妄
念
何
由
而
起
ハ

但
β
迭

γ眞
不
レ畳
、
則
軌
不
レ能
レ
答
耶
、
因
爲
明
二
其
意
h
作
福

日
、
眞
法
本
無
性
、
随
レ縁
染
浄
起
、
不
γ
了
號

蕪

明
『
了
レ之
帥
佛
智
、
無
明
全
妄
情
、
知
畳
全
眞
理
、
當
念
絶
一一古
ム
∴

底
慮
尋
二終
始
一、
本
薗
離
蓬
口
詮
噛
分

別
即
生
死

冨

譲

宗
叢
書
』藻
藷

)

清
凛
大
師

の
答
頚
は
前

に
掲
げ
て
説
明
し
π
の
で
あ
る
が
、
圭
峰
宗
密
暉
師
も
大
途

こ
れ
に
同
じ
で
あ

る
。
唯
だ

「
層
に
説

明
を
丁
寧
に
加

へ
た
ε
云

ふ
ま
で

"
あ
つ
て
、
そ

の
主
旨
に
至

つ
て
は
共

に
相
違
す

る
も
の
で
は
な

い
o
眞

を
以
て
客
観

の
實
在
法
ご
見
、
妄
を
以
て
主
観

の
妄
分
別
ご
説

き
、
眞
の
實

在
法
に
迷

ふ
て
妄
分
別
を
起
す
の
で
あ

る
が
、
そ
の
妄
分
別
を
妄
な
b
ご
悟

れ
ば
、
妄

は
止
み
、
本
來
濁
自

ご
し
て
實
在
法

の
み
ご
な

る
鐸

で
あ
る
。
然

る

に
畳
範
灘
師
は
是
の
二
師
の
答
頚
を
以
て
、
未
だ
復
薩

の
問
意
に
副
は
す
ご
な
し
、
自
ら

一
偶
を

作

り
、
「
眞
性
本

無
レ性
、
随
レ縁
染
浮
起
」
ご
申
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

こ
の
眞
性

ご
は
素
よ
り
言
詮
を
離
れ
た
こ
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
染

ご



か
浮

ビ
か
、
眞

こ
か
妄

ε
か
ご
分
別
す

る
の
は
霊
く
凡
夫

の
妄
情

で
あ
る
、
須
ら
く
當
念

に
古
今
を
絶

せ
よ
、
何
の

威

に
か
終
始
を
尋
ね
ん
ご
云
は
れ
た
の
が
畳
範
繹
師
の
主
張
で
は
な
か
ら
う
か
。

こ
れ
に
依

つ
て
畳
範
灘
師

の
答
頚

を
考

へ
て
見

る
ご
、
眞
法
性
を
説

い
て
離
言

の
境
ご
な
し
、
理
論
で
以

つ
て
盤

き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
當
念

に
古
今
を
絶
せ
よ
ご
渤

め
て
、
巧
み
に
問
題
を
逃
れ
た
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
、
し

か
し
實
際
に
深
く
考

へ
て
見
る
ご
本
自

ら

言
詮
を
離
れ
、

無
分
別
の
境
界
で
あ

る

ビ

云
ふ
よ
り
外
は
な

い
の
で
あ

る
。

唯

だ

一
般

の
経
論
家

は
高
爾
な
理
論
を
弄

ん
で
、

洵
ご
に
形
式
だ
け
は
理
路
整
然

ε
し
て

顯

は
れ
て
居

る
け

れ
ご
、
果
し
て
内
容

が
そ
れ
に
伜

つ
て
十
分

に
會
得

さ
れ
て
居

る
の
で
あ

ら
う
か
。
何
の
工
夫
も
せ
す
に
、
言
語
だ

け
を
勝
手
に
振
勢
廻
し
て
居

る
ビ
し
た

な
ら
ば
、
そ
れ
は
佛
激

の
詑
辮
論
者

ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
眞

ご
妄
ご
は
二

元
か

一
元

か
、

こ
れ
を
如
何
に
統

一
す

る
か
ご
云
ふ
が
如
き
は
、
抑

々
法
界
の
實
義

に
達
せ
ざ
る
も
の
が
説
け
ば
、

盤
く
塞
論
で
あ
り
妄
爲

で
あ
る
。
佛
敷

に
は
常
に
此

の
二
元
を
統

一
さ
せ
、
而
か
も
各

々
を
無
硯
す

る
こ
ε
な
く
、

大

に
意
義

を
與

へ
儂
値
付
け
て
居
る
で
は
な
い
か
。

そ
は
各
宗
各
涙
に
論
な
く
實
修
門

の
眼
目
ε
す

る
ご
こ
ろ
で
、

殊
に
我
が
繹
門
は
法

そ
れ
自
ら
を

禮
験
す

る
に
あ

る
の
で
、

理
論
を
説
明
し
て
は
居

ら
な
い
。

試
み
に
我

が
宗
頑

臨
濟
大
師
の
活
眼
精

に
依

つ
て
、
眞
と
妄
ご
を
如
何
に
見
て
居
ら

る
、
か
、
左

に
少
し
く
述

べ
て
見

る
こ
ご
に
せ
や

う
o

眞
妄
に
闘
す
ゐ
貌
究

一
五



薦
妄
に
騰
す
る
礁
究

一
六

五

先
づ
宗
租
臨
濟
大
師
の
『
臨
濟
録
』
に

道
流
莫
ゾ錯
、
世
出
世
諸
法
皆
無
脅

性
『
亦
無

一生
性
噛
但
有
一一塞
多

名
字
亦
塞

、
禰
砥
歴
認
　佗
閑
名
一
爲
ゲ實
、
大
錯

了
也
、
設
有
皆
是
依
鍵
之
境
、
有
下
箇
菩
提
依
、
渥
薬
依
、
解
脱
依
、
三
身
依
、
境
智
依
、
菩
薩
依
、
佛
依
上、
禰
向
昌

依
鍵
國
土
中
一覚
醐石

麿
物
喝
乃
至
三
乗
十

二
舜
激
、
皆
是
拭
ネ

浮
一故
紙
、

佛
是
幻
化
身

、
魍
是
老
比
丘
、
禰
還
是

娘
生
巳
否
、
禰
若
求
彿

郎
被
殊

魔
囁
一、
禰
若
求
誼

帥
被
一租
魔
縛
嚇
禰
若
有
レ求
皆
苦
、
不
レ如
無
事

含
臨
濟
録
』
二
+
丁
)

ε
云
は
れ
て
居
る
、
今

こ
れ
に
依

つ
て
考

へ
て
見
る
ご
、

一
切

の
燈
間
出
漫
間

の
法
は
皆
無
自
性
塞
で
あ

つ
て
、
更

に
生
相
は
な
い
、
但
だ
塞
名
の
み
あ

つ
て
本
來
が
依
憂

の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
認

め
て
佛
な
り
薩

な

り
ご
錯
り
了
ら
ば
蓋
く
佛
魔

に
講

せ
ら
れ
、
灘
魔

に
撮

せ
ら
れ
て
、
煩
悔
妄
想
の
根
元
こ
な
ら
ぬ
も
の
は
な

い
の
で

あ
る
。
「
眞
佛
無
形
、
眞
遽
無
禮
、
眞
法
無
相
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
何
等

の

一
物
を
も
立
せ
な
い
の
で
あ
る
。
蔀

ち
徒

ら
に
幻
化
上
頭

に
摸
を
作
し
機
を
な
し
、
た
ε

へ
所
得
あ
り
ご
す

る
も
、
そ
は
野
狐

の
精
魅

に
遇
ぎ
な

い
の
で
、

決
し
て
眞
佛
で
は
な
い
。
眞
佛

ご
は
現
前
目
前
聴
法
底

の
那

一
人

で
あ
る
、
今

日
多
般

の
用
慮
、
什
麿
を
か
映
少
す
る

こ
こ
ろ
か
あ
ら
ん
。
須
ら
く
自
己
に
立
ち
返

つ
て
本
來

の
面
目
を
…徹
見
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
ご
勘

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

大
徳
時
光
可
レ惜
、砥
擬
樗

家
波
波
地
、
學
レ暉
學
レ道
、
認
レ名
認
レ句
、
求
レ佛
求
レ粗
求
中
善
知
識
晶
意
度
莫
錯

、
遜
流



彌
砥
有

=

箇
父
母

、
更
求
荷

吻

、
禰
目
返
照
看
(
同
+
丁
)

ご
云
は
れ
て
居

る
こ
こ
ろ
、
實

に
臨
濟
大
師
無
限

の
慈
悲
で
は
な

い
か
。
而
し
て
這

の

】
箇
の
父
母
あ
り
ご
云
は
れ

て
居

る
の
が
、
自
己
本
來
の
面
目
坊

で
あ
る
、
目
前
孤
明
歴

々
底

の
這
箇

で
あ

つ
て
、
無
依
の
道
人

ご
も
、
屋
裏
の

天
眞
佛
ご
も
、
李
生
無
事
底

の
那

一
人

ご
も
云
は
れ
て
居

る
。

臨
濟
大
師
は
常

に
無
事
底
を
學
揚

し
て
居
ら
る
、
が
、
し
か
し
臨
濟
大
師
の
無
事
底
に
は
深

い
子
細

の
あ

る
こ
ご

で
あ

つ
て
、
輩
な

る
無
事
底
で
は
な
い
。
無
事
底
に
事
を
見

る
こ
こ
ろ
、
古
入
着
語
し
て

「
當
頭
霜
夜
月
、
任
運
落

じ

前
漢
」
ご
云
は
れ
て
居

る
が
、
帥
ち
大
休
歌

の
上

の
無
事
底

で
あ
つ
て
、
佛
ご
云
ふ
も
無
し
、
魔

ご
云
ふ
も
無
し
、

清
澤
ご
云
ふ
も
無
し
、
染
汚
ご
云
ふ
も
無

し
、
本
來

が
無
佛
無
衆
生
、
無

古
無
今
、
無
修
無
謹
、
無
得
無
失
で
あ
る

ご
云
は
れ
て
居

る
。
故

に
臨
濟
大
師

の
眞
法
は
無
相
で
あ

つ
て
言
詮
を
絶
し
た
も
の
で
あ

る
、
元
來

が
眞
法

こ
か
無

相
ご
か
云
ふ

べ
き
言
葉
さ

へ
無

い
の
で
あ
る
。
然

る
に
此
慮

に

一
念
心
,
情
生
す
れ
ば
智
隔
た
り
.
想
鍵
す

れ
ば
禮

殊

な
つ
て
,
三
界
輪
廻

の
苦
患
を
招
く
の
で
あ
る
ご
云
は
れ
て
居

る
9

要
す

る
に
臨
濟
大
師
は
帥
今
目
前
孤
明
歴

々
地

に
聴
く
底

の
那

一
人
を
見
得
せ
よ
ご
拗

め
、
念

々
の
馳
求
心
を
歌

め
よ
,
大
休
歌

の
ご
こ
ろ
、
良
く
凡
に
入
り
聖

に
入
り
、
染

に
入
り
浮
に
入
り
、
魔

に
入
り
佛

に
入
り
、
生
死

に
入

り
渥
薬

に
入

つ
て
、
而
か
も
去
來
の
相
貌
あ
る
こ
ご
な
く
、
更
に

}
箇

の
形
段
な
し
、
佛

ご
云
ふ
も
無
得
、
眞

と
云

ふ
も
不
可
得
、
禰
須
ら
く
心
を
擬
す

る
を
止

め
よ
、
念
を
動
す
る
こ
と
を
止
め
よ
、
無
心
無
念
た
れ
、
他

の
悪
知
識

翼
妄
に
關
す
る
研
究

一
七



眞
妄
に
關
す
ろ
研
究

一
入

の
ロ
裡
語
に
依

る
こ
ご
な
く
、
他
の
維
論
家

の
閑
名
字

に
惑
は
さ
る
、
莫

れ
ご
、
實

に
懇
切
を
極

め
た
御
垂
誠

で
は

な

い
か
。

無
心
、
無
念
、
無
事
、
無
相
、
無
住

ご
云
ふ
が
如
き
は
常

に
暉
宗

に
用
ゆ

る
語
で
あ
る
が
、
こ
の

一
箇
の
無

の
宇
、

決
し
て
頑
塞
無
記
の
見
で
は
な

い
。
明
匠
に
墾
じ
實
地

に
膿
達

せ
よ
ご
云

ふ
ご
こ
ろ
、
是
れ
暉
宗

の
生
命
で
あ
る
。

唯
だ
理
論
を
弄

び
、
理
路
整
然

ε
し
て

一
糸
謝

れ
ざ
る
の
論
鋒

が
あ

つ
て
も
、
實
地

に
親
し
く
な
い
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
徒
ら
に
教
相
家
の
閑
名
字
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
灘
宗

の
奪
ぷ
と
こ
ろ
は
實
地
を
生
命

ご
す

る
の
で
、

た
ご

へ
文
字
に
は
無

ε
云
ふ
も
有
無
の
無

を
示
し
て
居

る
の
で
は
な

い
、
無
良
く
有

の
義
を
全
う
し
て
の
無
で
あ
る
。

今

こ
れ
を
諸
租
の
語
録
よ
り
摘
出
し
て
無

の
義

を
詮
は
す

こ
ご
に
せ
や
う
。
先

づ
『
六
祀
壇
経
』
に
於
て

若
前
念
今
念
後
念
、
念
念
相
績
不
断
、
名
爲
二繋
縛

、
於
=諸
法
上
「
念
念
不
住
、
帥
無
縛
也
、
此
是
以

蕪

佳
一爲
レ本
、

善

知
識
、
外
離
一一
一
切
相
h名
爲
一一無
相
h
能
離
一於
相
、
帥
法
燈
清
浄
、
此
是
以
一蕪

相
】爲
レ豊
、
善
知
識
、
於

諸
境
上
肺

心
不
染
日

無
念
唱、
於
轟自
念
上
一、
常
離
諸

境
一、
不
下於
二境
上
一生
占心
、
若
只
百
物
不
恵

、
念
誰
除
却
、

一
念
絶
帥

死
、
別
慮
受
レ生
、
是
爲
昌大
錯
哺

禽
増
註
六
帆
壇
経
』杜
蜷
鷺
)

帥
ち
六
租
大
師
は
「
無
念
爲
レ宗
、
無
相
爲
レ禮
、
無
住
爲
レ本
し
ご
説
き
、
そ

の
中

に
於
て
特

に
無
念
を
委
鐸
し
、「
無

者
無
二
二
相
哺」
ご
云
ひ
、
「
念
者
念
眞

如
本
性
一」
ご
云
ひ
、

眞
如
は
念
の
膿
、

念
は
眞
如

の
用

で
あ

つ
て
、
眞
如
全

膿

の
起
念
を
云
ふ
の
で
あ

る
。
縁

に
雁
…す
る
の
時
、
念
曾

て
生
す
る
に
あ
ら
す
、
縁

に
癒
せ
ざ
る
の
時
、
念
曾
て
滅



す

る
に
あ
ら
す
、
無
性
の
性
、
無
念
の
念
で
あ
る
。
鏡
像
水
月

の
警
楡
を
以
て
天
桂
暉
師

の
『
海
水

一
滴
』
に
は
註
羅

を
加

へ
て
居

る
が
、
そ
の
要
こ
す

る
ご
こ
ろ
は
木
石

の
如
き
輩
な
る
無
念

の
状
態
を
云

ふ
の
で
は
な
い
ご
誠

し
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
無
心
に
就

て
も
黄
桀
暉
師

の
『
傳
心
法
要
』
に
委

し
く
説
明
せ
ら
れ
て
居

る
◎

此
心
即
無
心
之
心
、
離
二

切
相
剛、

衆
生
諸
佛
更
無
=差
別
一、

但
能
無
心
便
是
究
寛

.
學
逡
人
、
若
不

直

下
無
心
「

累

劫
修

行
、

終
不
レ成
レ道
1

ー

造
レ悪
造
レ善

皆
是

著
レ相
、
著
レ相
造
レ悪
、

柾

受

輪

廻
一、
著

レ相
造
レ善

、
柾
受
二勢

黄

総
不
ゲ如
己言
下
便
認
取

本
法
一、
此
法
師
心
、
心
外
無
レ法
、
此
心
即
法
、
法
外
無
レ心
、
心
自
無
心
、
亦
無
壺
州心

者
一、
將
レ心
無
レ心
、
心
却
成
レ有
、
獣
契
而
已
o
(『傳
心
法
要
』
三
丁
)

こ
れ
に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
に
、
無

心
ε
云
ふ
も

一
切
の
妄
想
心
な
き
心

で
あ

つ
て
、
虚
通
寂
静
、
如

々
の
膿
、

本
佛
上

の
妙
境
界
で
あ

つ
て
、
た
ご
ひ
三
砥
百

劫
の
修
行
を
積
み
、

五
十

二
位

の
次
第
を
経
る
ご
も
、

}
念
誰
す

る

時

に
及
ん
で
は
元
來
自
佛
を
讃
す

る
の
み
で
あ

つ
て
、
更
に

一
物

の
添
得
す

る
も
の
で
は
な

い
、
却

つ
て
歴
劫
の
功

用
を
観
す

る
に
、
総

に
是

れ
夢
中

の
妄
爲
ご
な
る
の
で
あ

る
。
『
楊
岐
和
術
語
録
』
に
も
、

上
堂
、
拍
二暉
床
二

下
云
、
只
箇
心
心
心
是
佛
、

十
方
世
界
最
霊
物

.
繹
迦
老
子
説
レ夢
、
三
世
諸
佛
説
レ夢
、
天
下

老
和
省
説
夢

、
且
固
諸

人
逡

會
作
レ夢
麿
、
若
也
作
レ夢
、
向
一牟

夜
裏
一道

將

「
句
來

、
良
久
云
、
人
間
縦
有

一眞
溝

息
一、
倫
向
一一楊
岐
一説
レ蕩
ク看
、
・墾
o
(『
灘
學
大
系
』組
鐘
部
二
丁
)

實

に
然
り
、
本
佛
上
よ
り
看
來
れ
ば
、
総

に
是
れ
夢
中

の
妄
爲

の
み
で
あ

る
。
故

に
學
道

の
人
は
須
ら
く
念

々
無

眞
妄
に
關
す
る
研
究

}
九



眞
妄
に
關
す
る
研
究

二
〇

相
念

々
無
爲

に
し
て
、

一
切

の
佛
法
を
學
ぷ
こ
ご
を
用
ひ
ざ
れ
、
唯
だ
無
求
無
著
を
學

ん
で
直
下

に
無
心
な
れ
ε
勘

め
ら
れ
て
居

る
。

占
!、

 

巳
上
不
秩
序
な
が
ら
繹
宗

の
眞
妄

に
關
す

る
考
察
を
述

べ
畢

つ
た
、
素
よ
り
實
地
を
生
命

ご
す

る
繹
宗

で
あ
る
か

ら
、
的
確

に
理
論
を
立

つ
る
の
で
は
な

い
が
、
し
か
し
眞
ビ
は
如
何
な
る
も
の
か
、
妄

ご
は
如
何
な
る
も
の
か
ご
云

ふ
こ
ご
丈
け
は
、
朧
氣

な
が
ら

に
も
了
解
出
來
る
で
あ
ら
う
、
眞
に
臨
濟
大
師

の
謂
ゆ
る
大
休
歌

の
ε
こ
ろ
に
至
つ
て
、

始
め
て
自
己
本
來

の
面
目
を
徹
見
す

る
こ
ε
が
出
來

る
の
で
、

こ
、
を
無

心
ε
も
無
念
ε
も
無
事
底
ε
も
呼

ん
で
居

る
の
で
あ

る
、
而
し
て
眞

ご
か
妄

ε
か
、
染
ご
か
浮

ε
か
云
ふ

べ
き
二
境

の
有

る
の
は
盤
く

一
念
心

の
疑
慮

で
あ
り
、

夢
中

の
妄
爲

で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
説

き
、
総
に
其
等

一
切
を
打
し
て
大
休
歌

に
到
れ
ご
云
ひ
、『
圓
畳
経
』

に
於
け

る
繹
尊

の
御
説
法
の
如
く
、
無
始
輪
廻

の
相
甥
有
思
惟
心
を
去

つ
て
、
佛
境
圓
畳

の
絶
封
無
思
惟
心
を
膿
験
せ
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
ご
蹄
結
す

る
の
で
あ
る
。


